
タイトル 作者1 作者2 発行所 備考1 発行年
裁かれる薬害エイズ (岩波ブックレット 広河 隆一 岩波書店 1996
子育ての社会学 (朝日文庫) 石川 憲彦 朝日新聞社 ○15.11.28 b316 n55 1990

「らい予防法」を問う
「らい」園の医療と
人権を考える会編

明石書店 1995

生命をもてあそぶ現代の医療 山口 研一郎 社会評論社 △15.8.24 b305 n54 1995

関係障害論 三好 春樹 雲母書房
○▽14.9.2 b262 n47②
22.6.11

1997

生活障害論 三好 春樹 雲母書房 1997
身体障害学 三好 春樹 雲母書房 1998
介護技術学 三好 春樹 雲母書房 1998
「病い」の存在論 得永 幸子 地湧社 ◎▽10.12.5 b129 n25 1984
影と向きあう教育と治療 (朝日カルチャー叢書 (018)) 石川 憲彦 光村図書 ○15.11.19 b315 n55 1984
思想としての「医学概論」――いま「いのち」とどう向き合うか 高草木 光一編・著 岩波書店 △15.11.4 b313 n55 2013
老いがいの時代――日本映画に読む 天野 正子 岩波書店 △14.4.18 b251 n45 2014
老い衰えゆくことの発見 天田 城介 角川学芸出版 △▽14.4.8  b248 n45 2011
操られる生と死―生命の誕生から終焉まで 山口研一郎 小学館 △15.8.28 b306 n54 1998
介護はつらいよ 大島 一洋 小学館 △14.8.8  b259 n47 2014
ボケて幸せな生き方: 「ペコロスの母」に学ぶ 岡野 雄一 小学館 △14.12.13 b279  n50 2014
二十三年介護 (新潮文庫) ねじめ 正一 新潮社 △15.3.14 b287 n51 2003
母と息子の老いじたく ねじめ 正一 中央公論新社 2011
認知の母にキッスされ ねじめ 正一 中央公論新社 △15.3.13 b287 n51 2014
おふくろ八十六、おれ還暦 (中公文庫) ねじめ 正一 中央公論新社 △15.3.14  b287 n51 2014
ケアってなんだろう 小澤 勲 医学書院 △12.3.30 b197 n34 2006
逝かない身体ALS的日常を生きる 川口　有美子 医学書院 ◎10.3.24 b85 n22 2009
驚きの介護民俗学 六車 由実 医学書院 ○14.7.2 b254 n46 2012



摘便とお花見: 看護の語りの現象学 村上 靖彦 医学書院 △13.11.25 2013
病いの哲学 小泉 義之 筑摩書房 ○14.8.13  b260 n47 2006
続 わらじ医者京日記 (OP叢書) 早川 一光 ミネルヴァ書房 △15.9　b308 n54 1980
「社会モデル」による新たな障害者介助制度の構築―障害者のエンパワメントを
実現するために

橋本 眞奈美 明石書店 △▽16.12.4　b363 n62 2014

ケアのカリスマたち――看取りを支えるプロフェッショナル 上野千鶴子 亜紀書房 △15.6.10 b294 n52 2015
治療という幻想―障害の医療からみえること 石川 憲彦 現代書館 ○15.10.7 b310 n54 1988
無縁介護―単身高齢社会の老い・孤立・貧困 現代書館 2012
まぁ、空気でも吸って-人と社会:人工呼吸器の風がつなぐもの 海老原 宏美 現代書館 2015
Ｐａｓｓｉｏｎ　ケアという「しごと」 白崎朝子 現代書館 △22.1.9  b584 n116 2020
ケアの社会学――当事者主権の福祉社会へ 上野 千鶴子 太田出版 △12.2.17 b192 n33 2011
操られる死―“安楽死”がもたらすもの ハーバート ヘンディン 時事通信社 2000
末期を超えて -ALSとすべての難病にかかわる人たちへ- 川口有美子 青土社 2014
生命科学の欲望と倫理 -科学と社会の関係を問い直す- 橳島次郎 青土社 △▽15.10.22 b312 n55 2014
わらじ医者の来た道 -民主的医療現代史- 早川一光 立岩真也 青土社 ○15.9.25 b309 n54 2015
脱病院化社会―医療の限界 イヴァン・イリッチ 晶文社 △▽14.6.23 1979
<老い衰えゆくこと>の社会学　増補改定版 天田 城介 多賀出版 2010

ズレてる支援!――知的障害/自閉の人たちの自立生活と重度訪問介護の対象拡大 寺本 晃久 岡部耕典 生活書院 △15.12.4 b317 n55 2015

病床の心理学 ヴァン・デン・ベルク 現代社 1975
こんな夜更けにバナナかよ 渡辺 一史 北海道新聞社 ○04.6.18 2003
介助現場の社会学―身体障害者の自立生活と介助者のリアリティ 前田 拓也 生活書院 △▽10.3.28 b87 n22 2009
介助者たちは、どう生きていくのか―障害者の地域自立生活と介助という営み 渡邉 琢 生活書院 △14.7.5  b255 n46 2011
わらじ医者京日記―ボケを看つめて (1979年) (OP叢書〈16〉) 早川 一光 ミネルヴァ書房 △15.9.10 b308 n54 1979
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